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新
入
社
員
の
皆
さ
ん

よ
う
こ
そ
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ
！

は
じ
め
各
地
本
・
支
部
、
分
会

の
役
員
を
配
置
し
て
、
説
明
会

に
参
加
し
た
新
入
社
員
か
ら
の

質
問
に
対
応
す
る
な
ど
、
組
織

一
丸
と
な
っ
て
加
入
活
動
に
取

り
組
ん
だ
。

取
り
組
み
に
参
加
し
た
組
合

員
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
残
念
な
が
ら
当
日
に
加

入
手
続
き
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
新
入
社
員
に
対
し

て
は
、
今
後
も
中
央
本
部
、
地

本
・
支
部
、
分
会
が
連
携
し
て
、

私
た
ち
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
役
割

や
運
動
の
必
要
性
を
訴
え
な
が

ら
、
引
き
続
き
加
入
活
動
に
取

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
、
５
月
13

日
に
配
属
さ
れ
た
新
入
社
員
を

対
象
に
、
九
州
各
地
で
組
合
加

入
説
明
会
を
開
催
し
、
多
く
の

仲
間
を
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。

組
合
加
入
説
明
会
で
は
参
加

者
し
た
新
入
社
員
に
対
し
、
労

働
組
合
の
役
割
を
説
明
す
る
と

と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の
理

念
や
活
動
の
内
容
、
こ
れ
ま
で

私
た
ち
が
勝
ち
取
っ
て
き
た
労

働
条
件
改
善
の
取
り
組
み
な
ど

を
紹
介
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
へ

の
加
入
を
呼
び
か
け
た
。

各
会
場
に
は
、
中
央
本
部
を

り
組
ん
で
い
く
。

2024 年４月３日、熊本県・国・ＪＲ九州は第７回肥薩線検討会議を開き、令和
２年７月豪雨で被災し運転見合わせが続いている肥薩線八代～吉松駅間のうち、
八代～人吉駅間を鉄道で復旧する方針で合意した。

 肥薩線は八代―吉松駅間の 86.8 ㎞が不通となっており、３者は被災前に利用が
多かった八代―人吉駅間（51.8 ㎞）の復旧を先行して進める。復旧後は上下分離
方式により、自治体が維持費を負担することになる。不通区間全体の復旧費は約
235 億円の見通しで、約９割を公費で負担する。なお、熊本、宮崎、鹿児島の３県
にまたがる残りの人吉～吉松駅間（35 ㎞）の復旧は今後、議論するとしている。

ＪＲ九州労組は、発表を受け「令和２年７月豪雨で被災した肥薩線の復旧に関
する基本合意について（コメント）」を発信した。

令和２年７月豪雨で被災した肥薩線の復旧に関する基本合意について（コメント）

　熊本県・国土交通省・ＪＲ九州は、2024 年４月３日に開催した第７回ＪＲ肥薩
線検討会議において、令和２年７月豪雨の被災で運転見合わせが続いている肥薩
線八代・吉松駅間（86.8km）のうち、八代・人吉駅間（51.8km）を鉄道で復旧す
る方向性で合意に至りました。
　肥薩線は、熊本県・宮崎県・鹿児島県の３県に跨って九州南部を縦貫する全長
124.2 ㎞の路線ですが、1909 年の全線開通から鹿児島本線として重要な役割を果た
し、1927 年に肥薩線と名称を変更しても長らく都市間輸送に貢献してきました。
近年は地域の足やＤ＆Ｓ列車の運行で存在感を発揮しましたが、2020 年７月に発
生した令和２年７月豪雨によって球磨川流域を中心に壊滅的な被害を受け、運転
見合わせを余儀なくされたところです。
　被災後に立ち上げられたＪＲ肥薩線検討会議では、復旧方針について関係者間
で議論が交わされました。その結果、国から河川・道路事業との連携を通じた復
旧費用の大幅な低減、熊本県からは上下分離方式の導入に加えて、復興方針（案）
の策定や日常利用の創出などの具体策が示されたことから、ＪＲ九州が 2024 年度
末とされる最終合意にむけて、肥薩線八代・人吉駅間の鉄道での復旧へ検討を深
度化していくと表明したところです。この間の国及び熊本県の真摯なご対応とご
尽力に敬意を表するとともに、ＪＲ九州労組と致しましても今回の決定を重く受
け止めている次第です。
　しかしながら、復旧までの道のりは依然として厳しいと言わざるを得ません。
基本合意では上下分離方式の導入を前提としているものの、人口減少と少子高齢
化が一段と進む地方で鉄道を維持・存続するために、マイレール意識の醸成と日
常利用の創出は欠かせないものであり、地域活性化やまちづくりの視点から一層
の利活用が望まれます。そして、自然災害が多頻度かつ激甚化する昨今において、
鉄道用地外を含む防災・減災対策の強化は喫緊の課題となっています。
　私たちＪＲ九州労組は、2024 年度末を目標とされている最終合意にむけて労使
で一致協力し、課題の克服に努めて参ります。また、当該の労使間で解決できな
い課題については、政治や行政の皆様と連携して解決に取り組むとともに、沿線
自治体や地域住民の皆様のご理解とご協力を得ながら、利用者の視点に立った取
り組みを進めます。さらに、残る人吉・吉松駅間（35.0km）につきましても関係
者による協議の推移を見守っていきます。

２０２４年４月４日　
九州旅客鉄道労働組合

（ ＪＲ九州労組 ）　

肥薩線八代～人吉駅間
鉄道での復旧で基本合意 !

九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組
合
で

す
。
略
称
と
し
て
Ｊ
Ｒ
九
州
労

組
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

１
９
９
３
年
３
月
６
日
に
、

当
時
の
九
州
旅
客
鉄
道
労
働
組

合
と
、
九
州
鉄
道
産
業
労
働
組

合
と
い
う
２
つ
の
労
働
組
合
が

組
織
統
一
を
果
た
し
て
結
成
さ

れ
、
昨
年
に
は
結
成
30
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
で
働
く
社
員
・
嘱

託
再
雇
用
社
員
・
地
域
社
員
の

う
ち
、
約
93
％
が
Ｊ
Ｒ
九
州
労

正
式
名
称

結
　
　
成

組

織

率

組
に
加
入
し
て
お
り
、
６
，
０

０
０
名
を
超
え
る
仲
間
が
各
地

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
は
「
協
力
と

対
立
の
理
念
」
の
も
と
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

国
鉄
分
割
民
営
化
時
代
に
経

験
し
た
教
訓
か
ら
、
労
働
組
合

の
最
大
の
使
命
で
あ
る
雇
用
を

守
る
こ
と
を
大
前
提
に
、
会
社

の
経
営
基
盤
を
支
え
、
事
業
を

永
続
的
に
発
展
さ
せ
て
い
く

「
協
力
の
理
念
」
と
、
経
営
者

の
一
方
的
な
支
配
や
理
不
尽
な

労
働
条
件
の
押
し
つ
け
、
生
み

出
さ
れ
た
出
さ
れ
た
成
果
の
配

分
上
の
対
立
等
に
対
し
て
は
毅

基
本
理
念

然
と
し
て
対
処
し
、
安
全
や
サ

ー
ビ
ス
、
労
働
条
件
の
維
持
・

向
上
を
条
件
に
、
是
々
非
々
で

対
応
す
る
「
対
立
の
理
念
」
の

ふ
た
つ
を
合
わ
せ
て
「
協
力
と

対
立
の
理
念
」
と
し
て
い
ま
す
。

◆
安
全

働
く
者
の
安
全
を
確
保
す
る

こ
と
が
、
ひ
い
て
は
鉄
道
全
体

の
安
全
に
つ
な
が
る
と
の
認
識

に
立
ち
、
労
使
共
通
の
課
題
と

し
て
、
安
全
最
優
先
の
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
職
場

か
ら
安
全
を
創
る
と
の
観
点
か

ら
、
安
全
衛
生
に
関
わ
る
学
習

会
や
交
流
会
の
開
催
、
情
報
の

共
有
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
組
織

組
合
へ
の
加
入
活
動
や
次
世

代
の
役
員
育
成
、
本
部
役
員
と

組
合
員
と
の
総
対
話
集
会
な
ど
、

組
織
力
の
強
化
・
拡
大
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
女
性
活
躍

す
べ
て
の
女
性
が
安
心
し
て
、

活
き
活
き
と
働
き
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
職
場
環
境
の
整
備
や
、

女
性
組
合
員
同
士
の
意
見
交
換

会
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
労
働
条
件
改
善

賃
金
水
準
の
向
上
や
職
場
の

環
境
改
善
の
た
め
に
、
組
合
員

の
意
見
を
集
め
、
会
社
に
対
し

て
、
要
求
の
申
し
入
れ
や
交
渉

を
行
い
、
労
働
条
件
の
改
善
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
代
表
的

な
も
の
に
、
春
季
生
活
闘
争
や

期
末
手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
交
渉
、

会
社
と
労
働
組
合
が
結
ん
で
い

る
、
労
働
協
約
の
改
訂
交
渉
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
政
治

労
働
組
合
と
会
社
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
の
解
決
に

む
け
て
、
私
た
ち
の
考
え
に
賛

主
な
活
動
紹
介

Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
っ
て
ど
ん
な
組
織
？

同
す
る
政
治
家
を
議
会
に
送
り

出
す
た
め
、
政
治
的
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
政
策

新
幹
線
や
地
方
路
線
と
い
っ

た
Ｊ
Ｒ
九
州
が
抱
え
る
政
策
課

題
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
公
共

交
通
を
担
う
全
体
の
課
題
解
決

に
む
け
て
、
国
会
・
地
方
議
会

の
議
員
と
の
意
見
交
換
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

◆
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
、

オ
イ
ス
カ
と
連
携
し
て
開
発
途

上
国
の
農
業
支
援
の
他
、
切
手

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の

回
収
と
い
っ
た
、
身
近
な
活
動

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

組
合
員
同
士
の
交
流
の
機
会

を
増
や
し
、
親
睦
に
よ
る
組
織

力
の
強
化
や
企
画
・
運
営
を
通

じ
た
役
員
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

◆
教
育
・
広
報

組
合
活
動
に
関
す
る
セ
ミ
ナ

ー
の
開
催
や
、
組
合
活
動
の
情

報
発
信
と
し
て
新
聞
の
発
行
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
た

広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
福
利
厚
生

組
合
員
の
相
互
扶
助
の
観
点

か
ら
、
各
種
共
済
へ
の
加
入
や
、

福
利
厚
生
情
報
の
発
信
な
ど
に

取
り
組
み
、
可
処
分
所
得
の
向

上
に
努
め
て
い
ま
す
。

◆
青
年
・
女
性
委
員
会

若
手
組
合
員
が
中
心
と
な
っ

て
、
学
習
会
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
の
企
画
・
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

転
籍
社
員
の
組
織
拡
大
続
々
と

オイスカ収穫感謝祭
に参加

ま
た
、
継
続
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
サ
ー
ビ
ス
サ
ポ
ー
ト
か

ら
転
籍
し
た
社
員
の
組
合
加
入

も
着
実
に
進
ん
で
お
り
、
各
地

で
組
織
拡
大
の
動
き
が
活
発
化

し
て
い
る
。
今
後
は
、
地
域
に

お
け
る
傾
向
な
ど
の
分
析
を
さ

ら
に
進
め
、
引
き
続
き
連
携
を

取
り
な
が
ら
、
全
員
加
入
に
む

け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
行

く
。



（2）第514号ＪＲ九州労組新聞2024年5月28日

Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船
夏
季
手
当
要
求

政
治
を
身
近
な
も
の
と
捉
え

分
会
の
活
性
化
に
取
り
組
も
う

第
２
回
地
本
支
部
役
員
セ
ミ
ナ
ー
開
催

５
月
13
日
、
中
央
本
部
及
び

船
舶
分
会
は
、
申
22
号
で
申
し

入
れ
た
２
０
２
４
年
度
夏
季
手

当
の
要
求
に
つ
い
て
第
１
回
団

体
交
渉
を
行
っ
た
。

要
求
の
趣
旨
説
明
で
は
、
好

調
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
背
景
に
、

利
用
者
割
合
の
変
化
な
ど
、
経

営
回
復
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い

る
点
に
触
れ
、
今
後
の
更
な
る

経
営
回
復
と
発
展
に
は
、
組
合

員
の
頑
張
り
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
生
活
給
で
あ
る
夏
季
手

当
の
支
払
い
水
準
の
回
復
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
。

会
社
は
、
２
０
２
３
年
度
決

算
は
黒
字
で
あ
っ
た
も
の
の
、

対
計
画
で
下
回
っ
て
い
る
こ
と

や
劇
症
型
溶
血
性
レ
ン
ザ
球
菌

感
染
症
の
影
響
な
ど
で
、
韓
国

か
ら
の
利
用
が
減
少
傾
向
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
状
況
を

注
視
し
、
夏
季
手
当
の
支
給
額

の
検
討
に
つ
い
て
慎
重
な
姿
勢

を
示
し
た
。

政
治
の
若
者
離
れ
に
な
っ
て
い

な
い
か
」
と
の
観
点
か
ら
、
立

憲
民
主
党
で
若
い
世
代
に
ス
ポ

ッ
ト
を
あ
て
た
政
策
で
あ
る
、

も
っ
と
良
い
「
子
ど
も
・
子
育

て
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
紹
介
し
た
。

そ
の
後
は
、
議
員
と
い
う
存

在
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
「
衆
議
院
議
員
き
い
た
か

し
さ
ん
に
聞
き
た
い
20
の
質

問
」
と
題
し
て
、
普
段
の
生
活

の
様
子
や
趣
味
、
仕
事
内
容
や

他
の
議
員
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
に
つ
い
て
、
日
頃
の
報
道
な

ど
で
は
知
る
こ
と
が
で
き
な
い

貴
重
な
話
し
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
予
定
し
て
い
た
時
間
を
大

幅
に
超
え
る
会
場
の
盛
り
上
が

り
と
な
っ
た
。

【
第
２
部
】

第
２
部
で
は
、
中
央
本
部
の

中
央
本
部
は
４
月
６
日
に
第

２
回
地
本
・
支
部
役
員
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
中
央
本
部
、
地

本
・
支
部
の
役
員
の
22
名
が
参

加
し
た
。

【
第
１
部
】

Ｊ
Ｒ
連
合
の
「
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
立
憲
民
主
党
の
城
井
崇

（
き
い
た
か
し
）
衆
議
院
議
員

（
福
岡
10
区
）
を
招
き
、「
政
治

へ
の
関
心
の
低
下
」
に
つ
い
て
、

政
治
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た

き
っ
か
け
な
ど
の
経
験
談
を
交

え
、
情
勢
報
告
を
含
め
て
、
講

演
い
た
だ
い
た
。

講
演
で
は
、「
自
分
自
身
に

関
係
が
な
い
事
柄
に
つ
い
て
興

味
を
持
つ
の
は
難
し
い
。
最
初

に
い
か
に
、
そ
の
人
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
合
わ
せ
て
話
し
が
で
き

る
か
、
聞
い
て
も
ら
え
る
か
が

重
要
だ
」
と
述
べ
、
年
代
や
テ

ー
マ
に
合
わ
せ
て
話
し
方
や
ア

プ
ロ
ー
チ
に
変
化
を
つ
け
る
必

要
性
に
つ
い
て
言
及
し
、「
若

い
世
代
の
政
治
へ
の
関
心
の
低

下
と
い
う
言
葉
を
聞
く
が
、
実

際
は
若
い
世
代
に
直
接
関
係
す

る
よ
う
な
政
策
が
政
治
に
は
足

り
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

若
者
の
政
治
離
れ
で
は
な
く
、

青
木
教
育
・
広
報
部
長
が
「
分

会
の
活
性
化
に
つ
い
て
」
を
テ

ー
マ
に
、
労
働
組
合
の
役
割
や

活
動
の
原
点
で
あ
る
世
話
役
活

動
へ
の
地
本
・
支
部
役
員
と
し

て
の
関
わ
り
方
、
組
合
員
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要

性
に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

ま
た
、
世
話
役
活
動
に
並
ぶ

重
要
な
位
置
付
け
で
あ
る
、
安

全
衛
生
委
員
会
に
つ
い
て
も
、

設
置
の
目
的
や
、
議
論
す
べ
き

内
容
な
ど
に
つ
い
て
、
参
加
者

全
体
で
認
識
を
共
有
し
た
。

講演する城井崇衆議院議員

会場の様子

参加した女性組合員者の皆さん ハラスメントについてクイズで学ぶ

第
１
回
団
体
交
渉

女
性
役
員
セ
ミ
ナ
ー
＆

意
見
交
換
会
開
催

中
央
本
部
は
４
月
20
日
、
Ｊ

Ｒ
博
多
シ
テ
ィ
会
議
室
で
女
性

役
員
セ
ミ
ナ
ー
＆
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
の

女
性
組
合
員
だ
け
で
な
く
、
グ

ル
ー
プ
労
組
か
ら
も
女
性
組
合

員
が
参
加
し
た
。

大
塚
製
薬
「
女
性
の
健
康
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
る
セ

ミ
ナ
ー
で
は
、
女
性
の
健
康
を

テ
ー
マ
に
、
女
性
の
健
康
が
注

目
さ
れ
て
い
る
理
由
や
月
経
に

伴
う
様
々
な
不
調
に
つ
い
て
な

ど
、
女
性
自
身
の
ヘ
ル
ス
リ
テ

ラ
シ
ー
向
上
に
つ
い
て
学
ん
だ
。

続
い
て
行
わ
れ
た
意
見
交
換

で
は
、
女
性
特
有
の
健
康
に
対

す
る
不
安
や
職
場
環
境
の
問
題

な
ど
に
つ
い
て
様
々
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
、
現
状
の
課
題
を
共

有
し
た
。
後
半
は
ク
イ
ズ
形
式

で
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て

の
知
識
や
受
け
た
場
合
の
報
告

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
上
で
、

現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
カ
ス

タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
実
際
に
遭

遇
し
た
経
験
談
も
報
告
さ
れ
、

盗
撮
や
身
体
に
関
す
る
不
快
な

発
言
と
い
っ
た
も
の
も
あ
り
、

問
題
の
深
刻
さ
を
あ
ら
た
め
て

共
有
し
た
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

の
撲
滅
に
は
、
組
合
だ
け
で
な

く
会
社
も
認
識
を
共
有
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
働
き
か
け
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
今

人
物
ク
ロ
ー
ズ
UP

鹿
児
島
地
本
執
行
副
委
員
長

　
上
森

奈た
い

志し

さ
ん

鹿
児
島
地
本
か
ら
は
、
上
森 

奈
志
地
本
執
行
副
委
員
長
（
鹿

児
島
乗
務
セ
ン
タ
ー
）
を
紹
介

し
ま
す
。

【
一
問
一
答
】

▼
役
員
歴
は
？

分
会
で
は
執
行
委
員
と
書
記

長
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
の
後

は
地
本
で
、
地
本
執
行
副
委
員

長
と
し
て
３
期
５
年
目
で
す
。

担
務
は
業
務
と
財
政
で
す
。

▼
鹿
児
島
地
本
の
特
徴
は
？

若
手
役
員
が
多
く
、
既
存
の

活
動
に
捉
わ
れ
な
い
新
し
い
意

見
を
取
り
入
れ
た
活
動
も
し
て

お
り
、
日
高
執
行
委
員
長
と
上

仮
屋
書
記
長
を
中
心
に
ま
と
ま

っ
て
い
ま
す
。

▼
力
を
入
れ
て
い
る
取
り
組
み

年
休
問
題
で
す
。
感
情
論
だ

け
で
は
な
く
、
就
業
規
則
な
ど

の
勉
強
や
職
場
で
の
実
態
を
デ

ー
タ
と
し
て
収
集
し
た
上
で
交

渉
に
臨
む
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
。

▼
趣
味
・
特
技

麻
雀
、
ダ
ー
ツ
、
ゴ
ル
フ
で

す
。麻

雀
歴
は
18
年
、
ダ
ー
ツ
は

学
生
時
代
プ
ロ
ラ
イ
セ
ン
ス
を

持
っ
て
い
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
は
…
先
輩
方
に
ご
指

導
い
た
だ
い
て
ま
す
。

▼
座
右
の
銘

世
の
人
は

我
を
何
と
も
言

わ
ば
い
え

我
が
な
す
事
は
我

の
み
ぞ
知
る

▼
鹿
児
島
の
お
す
す
め
グ
ル
メ

天
文
館
む
じ
ゃ
き
の
「
し
ろ

く
ま
」
で
す
。

ぜ
ひ
、
普
通
サ
イ
ズ
を
一
人

で
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
一
言

今
後
も
ア
ン
テ
ナ
を
高
く
持

ち
、
様
々
な
課
題
の
解
決
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ＪＲ九州労組第33回定期大会
第 33回定期大会を以下のとおり開催します。

〇日時　2024 年 7 月 5 日（金） 10：30 ～

〇場所　JＲ九州ステーションホテル小倉
　　　　　　　　　　　　　　　（北九州市）

女性役員セミナー＆意見交換会のアンケート結果
①　女性特有の健康に対する不安はありますか。（大塚製薬さまの講義の感想
など）
・　静養（生理）休暇→男性上司には言いにくい。月に２日だと足りない。
　　休暇取得の際、代わりに働く人を立てないといけないので言いにくい。
・　更年期→同じ悩みを言い合える同僚がいるといい。
・　泊まり仕事が何歳までできるか不安。
・　男女ともに平等に泊まり仕事をさせるのは本当に平等なのか。
・　乳がんなど婦人病に対する健康診断などの受診方法がわからない
・　男性に今日のようなセミナーを受けてほしい。
・　健康状態が万全じゃないと何かしらの支障が出て仕事のコスパが下がる。
・　妊活に対して、休みではなく、手当（お金）が欲しい。
・　婦人科の健康診断の受診方法がわからないので、会社の健康診断に項目

を追加してほしい。
・　薬について（乗務に関わるもの）
・　男性に比べて仮眠時間が少なくなってしまう。

②　職場での不安や困っていることはありますか。
・　作業着に着替えるスペースの確保
・　洗濯機を男女共用なのはいやだ。
・　女性乗泊のシャワー、お風呂の数が少なく、仮眠時間が減る（多数声あり）
・　要員の余裕が欲しい
・　産休などの休暇に対して、いまだによく思っていない男性社員がいる。
・　お茶出しは女性に頼むことが多い。
・　男性女性全く同じ業務だとできないこともある（高所作業、力仕事など）
・　社員間で仕事へのモチベーションの差があり、周りへの影響もあるので

上司はしっかり指導してほしい。
・　駅の負担が大きい（したくない仕事を押し付けられている）

後
も
組
合
員
か
ら
意
見
を
集
め
、

Ｊ
Ｒ
連
合
や
各
級
機
関
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ホームページへの
アクセスはこちら


